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「グローバルな進路形成jに向けて－
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1. 3. マリオのライフヒストリー

2. 分析枠組み 4. まとめと

向けてー

「グローパル

ニューカマー集住地域では日本の1=jこi学校を卒業したニューカマ

している。「外国人集住都市豊田会議J(2003年10月初日）

2004）、中学校を卒業したニューカマ一生徒が30入を超え

馬県太田市で66.7%、静岡県浜松市で68.9%、三重黒四日市甫で75.0%、

なっている（2003年 3月末調査）。そしてこれらの都市のlやでも、ニューカマ

－今津孝次郎料

。%と

も多かった静岡県浜松市のニューカマ一生徒の高校進学率は、 2000年度で49.0%、2001年

63.0%、2002年度で66.1%、2003年度で68.9%と上昇している。日本の中学校を卒業したニューカ

マ一件徒の高校准争率は、日本人生徒の高校進学率と比較するとまだ低いものの、ニューカマ一生

ことを

はニューカマー集住地域の高校にニューカマー高校生が確実に増加している

いる。もはやニューカマー集住地域の高校にニューカマ一生徒が進学することは珍

しいことではなくなっているのである。

そしてこのようなニューカマー集住地域の実状を背景に、近年ではニューカマ

関する萌究でも、今まで調査対象として扱うことのなかったニューカマ を寂り上げる萌究

が増えつつある。これらの研究の多くは、日本の高校に進学したニューカマ

日する。例えば広崎（2007）は公立高校での調査を通し、ニューカマー高校生が高校教師やボラン

ティアの教育支援を通して、大学進学に代表される高い学業達成に向けた進路意識を形成すること

を明らかにしている。また鍛冶（2007）は統計調査を通し、ニューカマ一生徒の一部が高校進学拒

否や高校中退という進路を選択する社会的要因として、ニューカマ一生徒の両親の母国での社会的

地位の低さとニューカマ一生徒自身のエスニックグループとの繋がりの薄さを取り上げるむ

名E古屋大学大学院教育発達科学研究科博士課経学生

名古屋大学大学院教育発達科学研究科教授

43-



1l11h奇（2006）はインタピュ 行ったニューカマ

カマー

このように、これまでのニューカマ

それゆ それぞれのニュ

ったのか、そし

かったむそこ ニューカマ

る動的 くことを目的とする。具体的には、ま

ることで、ニュー

る。

ニL

きた。

らな

両方の生活を通して、どのような集団ならびにそれぞれの集団の持つ錨値規範に接触する機会を

ていたのかを明らかにする。そして、ニューカマー高校生1！詩人が、生徒自身の出会った様々な

中から持にどのような集団の制値規範を重視し、進路形成の拠り所としていったのか

するりさらに、特定の集団の釦i1f~l規範を重視することに対するニューカマー高校生の迷いや、

ニューカマー高校生が特定の集団の告Ii値規範を選択することによって生じる

ニューカマー高校生個人の進銘形成の詳細な過程を検討することは、従来のニューカマ

に関する研究では指摘されることのなかったニューカマ

ることに繋がる。本論文では、従来の研究のようにニューカマ

識を決定付ける：i寺定の社会的要因を発見することではなく、生徒個人の事例から明らかになる

ニューカマ一生徒の動的な生活史が、ニューカマー高校生の進路形成に関するどのような現実を物

ているのかを検討することを目指す。

乙分析枠組み

( 1 ）ライフとストリーの作成

高校生個人の進路形成の動的な過程を描く な手段として、ライフヒストリーの作成に注呂し

たい。

日本の高校に進学した生徒の進路形成に関する研究では、近年、定時制高校の生徒やニューカ

マ ど、社会的に弱い立場に立たされている生徒 イノリテイの生徒）の進路形成

の過程を描くことに問題関心が集まっている。これらの研究ではいずれもWallman(1996）の「編

に注目し、万人に対して平等に与えられている f編成資源」を教育マイノリテイ

極的に獲得することで、それまで、将来に否定的だ、った進路意識を変えていく姿を描き出す。そして

イノリテイの生徒が、生徒自身の力で社会的弱者というイメージから抜け出すことが出来る

存在であることを明らかにする（城所・酒井 2006，志水・中島等 2006）。

このように「編成資源jを用いて生徒の進路形成の過程を描くことは、進路形成に関する生徒の

を強調することを可能にする。しかし は万人

生徒が社会的弱者というイメージから抜け出せられるのかどうかは、

に向けた積極的な行動という内面的な要素にかかっている。それゆえ

られている資源の為、

岳身の「編成資源」

に注吾した研究

では、進路を形成していく上での生徒個人の社会的背景の違いを軽視してしまう。また、「編成資

源jは誰でも自発的に獲得することのできる資源で、かっこの資源を獲得することによって人々の
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となっている。それゆ も、 を自

!{I る様子をfrliくこと

日する

とされてしまっているひ

以上のように、先行研究の検討を通して得られた課題を踏まえ、本論文ではニューカマ

1rri1入の道路意識形成の動的な過程を描く有効な手段としてライフヒストワーの作成に注目したいc

ライフヒストリーをどのように定義するのかは掛究によって様々だが、ここで、はGoodson(1988) 

し｛い、ある特定の個人のi二i述や臼記などに、研究者が多角的な検討－を加えること

した作品をライフヒストワーと定義しようむすなわちfライフヒストリ

の作成では、 となる個人が主観的な立場から自身の経験や生涯を再構成した「ライフス

トーリ－Jに、部究者がその例入にかかわるあらゆる

入によるi二！述資料、個人にかかわる公的な資料など）を出 的なf会討を加えることで、 1m1人

と社会の動的な関係を浮き彫りにしていくことを目指している。また、ライフヒストリーの作成で

は、分緋対象者となる個人が関わっている集団や文化に対する新たなイメージや、これら

文化がかかえている新たな問題を発克することも目指している。

このようなライフヒストリーを作成していく i二で、の意義や日的は、

なる新しいニューカマ一生徒｛象治宝、ニューカマー

る本論文の研究目的と重なる。そこ

うジル籍男子生徒に注目し、生徒から得られたインタピ、ユー（ライフストー 1)

加えることによってライフヒストリーを作成するなかで、ニューカマ

成していく上で、の動的な過程を明らかにしていこう。

( 2) 

としてブラジル籍男子生徒のマリオを

四つの理出からである。なお、本論文での登場人物名はすべて仮名で、ある。

に、マリオが「よさ語り手jであったからである。 JI!又（1999）は、

のiやでも際立って優れた話者としての素質を持つ者を「よき語り手jと

でマ 1）オは「よき語り であった。彼は自分が人生を通してどのよう

ら明らかに

を物

したブ

7診

したのは、以下の

となる個人

そうし

を形成して

いったのかを積極的に語った。第二に、マワオのライフストーリーを開く機会が複数回あったから

である。マリオに関しては調査の機会に何度も恵まれたり、調査時間を長く攻ったりすることがで

きた。第三に、マリオの諮りが信頼関係のj二で、引き出されていたからである。マ 1）オは友好的で、

してからもメールや電話を通して連絡を取ったり実捺に会って話をしたりすることが可

能だった。彼は調査に対して協力的で、費関に績極的に答えてくれた。第四に、マリオに関する資

多く入手できたからである。具体的には、マリオを担当した高校教師のインタピ、ユーやマリオ

に関わる高校時代の公式記録（学業成結・指導記録）が挙げられる。このようなマリオ個人に関わ

る資料に加えて、従来のニューカマ一生徒数育に関する研究やブラジル国内の教育にかかわる

もライフヒストリーを作成する上での参考資料とする。
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3. マリオのライフヒストリ…

( 1 ) 

マリオは］9哉（2003年12月 で、サンパウロ出身のブラジ

11~ 4月に初来日し、 El 3年生に編入したむ

し、 2004年3月に卒業したむ 2004:tド4月に El

内の私立4

マワオは両親とおIi、

し、

r::: 
0 

ている。

る。父は日系 21廷で、ブラ を

していたむブラジル国内での不況を理由に、一家は2000年に来自したO 彼の父

は日本の企業で正社員として働いている。マワオの父は幅拡い人脈を持っており、日

日本人同僚、ブラジル入学校校長や日本の大学のブラジル入ボルト ブラジル本国

と知り合いである。またマリオの父の日本人i司僚の子弟の多くは日

ており、 も触れるが、マリオの父は日本の高校事情に関する清報を日本人向後から

いる。このようにマワオの父は日本とブラジ、ルの両方の社会で、国籍に関わらず、高い社会的地｛立を

持つ人たちとの関係を持っている。このようなマリオの父の社会的地位は、従来の研究（池上

2001，宮島 2003）で報告されるような在日ニューカマー労働者（白

け工場で働き、日本人とは殆ど接j去を持たないイメージ）とは異なってしミる。

とはいえ、マリオの姉と弟は日本国内の工場で｛動いている。マリオのおIiはブラジル国内の高校を

した後に家族と共に来日し、そのまま工場で働いている。また、マワオより 3歳年下の弟は、

ら日本国内のブラジル入学校に入学し、ブラジル入学校の高等部を卒業した後に日本国

内の工場で働いている。彼は日本で資金を貯めて、ブラジルもしくはオーストラリア

することを希望している。またマリオの弟は、大学への入学準備として、工場で働きながら

も通っている。

このようにマリオは、在日ニューカマー労鵠者の子弟ではあるものの、従来の研究で報告されて

きたようなニューカマー労働者とは少し異なる！生活環境にいる。

( 2）進路形成の経緯

マリオが進路を形成していく過程は、主に四つの時期（ 1来日fij・ 2El本の中学生活・ 3日本の

高校生活・ 4日本の大学生活）に区分することができる〔表り。そこで、それぞれの時期に応じ

てマリオのライフヒストワ』ーを作成しよう。
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言受 1 マリオの学校生活と進路形成

時慰霊分 次 出来翠 マリオの語り

1）楽器ず号 1985 iサ で誕生ほIfl分の [I的拡大学進学だけっていつも思っていて、子どものときから

1988 

2）器本のI2000. 4 I家信；
中学生活 I （目立） 1 xv;~. o r1rr1'1の公立

中学 3年生に編入

2001. 1 

本1＼長・ Hti接）
結

2001. 3 1111学校卒業

ずっとお父さんと大学について話していましたO お父さんは大うえのこ

とをよく教えてくれて、大学に入れ拭いい仕事で二きるんだよ、って。

ジル入にとっては、大学が←禽詐大切なことなんです。大学に入れ

ばいい社字ができるって考えるから、勉強が一番。だからブラジ1しで

は17歳でi;':j；技に入ること辻普通ですねc

ずはお父さんと訴して、 PT!iにあるブラジル入学校かLl本の詳述の

中学校に仔くのかをiためました。私はEl本訴を話したかったから日本

の中学校に決めました。述う文｛とを地強したり述う人に会ったり、そ

れが大事だと思いました。

l土、 局入、ベルー人の生徒がいましたc でも、全然話してなし、

｛邸主、日本語が大丈夫だけど、伎の場合は全然できなくて。

じめはありませんでした。あんまり話せなかったけどみんな綬し

かったと思います。先生は一番援しかった。 J受：業rj1に分からないこと

は先生に分かんないよ、と言って。先生も、この言葉分かるか？っ

日本語が全捻分からないと｛自の出校には入れない、 A高校し

かない、ここだけ入ることができるって教えてくれました。伎と父だ

けで先生の話を一緒にiおきました。先生はA向校だけを勧めて、 や i

テストをやってその試験で語学をやるってO

3）日本の12001.4 IX 県立A高校全日 ICDI可じ年の子は日本人だったら話すんですけど、ブラジル入の友達はい

高技生活 I I HllJ普通科に入学ノ！ ないし、だいたい日本人。ブラジル入は自分の中学校、尚校とあんま

~J般の El 本人生徒 l りいなかったから話さなかったんですよ。

と共に授業を受け｜壱頭髪とか服装、受とか制服をきちんとしていて、いつも殺しい。初め

た後に外国人生徒iてのときは奇妙だと思いましたc でも伎が見るといい子とそうでない

③，Wi校のIJ』：はブラジルの大学に戻ろうって思いませんでした。お父さん

2002. 4 I A高校の」殻教義！ はまだ 3、 4:ij:cは日本にいるからそのIHJは日本の大学で勉強して、ブ

たら、 El本の大学で勉強したことを活かせばいいってい

てました。先生もよく、大学ではもっと日

学べるとか、日本でどういう職業につけるとか、 El本とブラジルの交

流をする入になれ、みたいなことを言ってくれて。

2003. 7 I大学進学に向けたIR入る高校に去があることは全然分からなかったけど、 2年生くらいの

2003. 12 

格的な情報収［ ときに友達と話して主IIりましたo A高校だ、ったら絶対就職だって。実

i怒に大体の友達は卒業後に就職しました。でもこれについて気にする

ことはなかったで、すね。もしこの高校が大学進学に弱いならしょうが

ないって。｛支はお校卒業したら大学に入りたいっていつも考えていた

から、高校が大学進学に強いか弱いかは｛去にとって殆と会関誌なかった。

さんとお校の主：について話したときに、もしいいお校に入ったら

自分で頑張らなかったら大学に入ることが出来ないよ、だからそれは

関係ないよ、って話してくれました。お父さんは！？本の学校のシステ

47 



I I ICD大学のち主同気はちょっと冷たいみたい。この大学は外国人官学生も 3
4）自本の12004.4 I私立 I学miじたよ＇｝：コ i

I I I 人くらいで、もし日本語分かんなかったら駄IIって感じ。 J受うと：のザ
大学生活 i I ζ ニ ー と ンi

I ＼、， l I ボートもないしむ大学の友達もあまり助けてくれない。応校では問題
宇部に入学 I 

があったときにすぐに行本語や英語で教えてくれして。大学の授業はた

に先生と訴して助けてくれる。でも外国人サポートはないから難し
工品？でアYレバイ i、

を始める
しミC

川 〆 Fl本に往んでいるブラジル入が A 番苦えるのはお金？勉強のことはし
2005. 7 I大学卒業後にオ－I

I なくていいってみんな二若えているんですね。だから誌は日本に柱むブ
ストラリアの太学i

, I ラジル人と辻J号え｝jが追うんですねc 自分の出りで会うのは大体労鈎
院への進学を希望i

； 者。その人たちと訴をするとき、大学の話なんかするとちょっと恥ず

2007. 10 i進学希望先をアメ

1）カへ変更

かしい。もし、僕が大学生って知られたらその人たちには鍛妬がある

だからいつも侍しているの？って間かれると、学技で仕事やってい

るって両方i主う。大学生って言わないc

1 ）来自前（～2000)

来日前、マワオは小学生の頃から既に父親から大学進学の必要性を教えられて大学へ進学するこ

とをE襟としていた〔表 1-1)…①〕。ブラジルの場合、

は2004年時点で 9%となっており（ニッケイ新開ウェブサイト、 2004年10月15日付）、 Trow(1976 

のいうエリート段階の社会にあたる。すなわち、ブラジル社会で大学に進学すること

的な知識を身に付けて社会をリードしていくための特権として位置づけられており、マリオも自分

の父親と同様、エリートとして社会参加していくことの重要性を父親から伝達されて内面fとして

いった。また、「ブラジル入にとっ 1 -1）一②〕にもあるように、

マリオは家庭以外の場所でも勉強を重視する

の当該年齢人口（15歳～17歳）の高校進学率は30%にも

ところ、ブラジル国内

されており（外務省

2007）、 17歳で高校へ進学することも、ブラジル国内では人種にかかわらず、限られた生活層の人

たちの特権である。イシカワ（2005）は、高等教育を受ける日系人の比率は高いものの、

様化が進んでいて、必ずしも日系人口教育意識の高い層ではないと指摘する。しかしマワオは来日

するまでこの限られた層のコミュニテイの中で育っているために、勉強を重祝すること

を目指すことを当たり前のこととして受け止めて、母国で、の生活を送ってきた。

2）日 (2000掴 4～2001.3) 

①学校の選択

マリオは2000年4月に家族と共にX県Or!=fに来日する。来日時、彼は日本の高校 1年生にあたる

15歳であった。この年齢時に来日するニューカマーの多くは就労目的で来日し、日

ることを全く検討していないことが従来の研究では報告されるが（イシカワ 2005）、マリオ

の場合は全く逆であった。マワオは日本国内でも母国にいたときと変わらずに学業を援先すること

を当然のこととして受け止めており、父親との話し合いを通して日本の中学 3年生に編入すること

を決定した〔袈 1-2）一①〕。このことは、マリオならびに彼の家族がいかに母！！Iの社会の

i二で、は

マワオ

に属しているのかを

を既に終了し、年齢も iミi

を受け入れて公立t=j=i学校への編入

また マリオはブラ

よりも 1

せた。市町村によって



も多いなかで（宮島 2005）、

リオのう長ElH寺（2000年） に、

られる I2 'C このようにマリオは El

したむ

るマワオ

し

されることなていたこと

く、訂

マリオ 。 ものの、 くはマリオと る して

マリオ

をしていたが、マリオはこ

ユ

カマ

とが報告される（児島 2001）。しかしマリオは El

して同じニューカマーとしての親近！惑を感じることがなかったのもちろ

えるが、少なくともマリオは中学校時代に同じ中学校に通っている数少ないニューカマ

流を持とうとしなかったO それゆえマリオはiゴ本人とのかかわりを中心とした

とになった。

③日本の中学校生活への適応

るこ

官

、ー・・

マリオは日本の中学校に編入したばかりの頃、日本の

ている。

ているむ彼は次のよう

日のあいさつとか待問も何回も。おばあちゃんが日本人で、 El本について知ってて

と思っていたけど、ショックだったりでもちょっとしてから慣れたけど、掃除とかもや

んなきゃいけないんだ、って。J

しかし、マリオは日本の中学校の習慣の違いに戸惑ったものの、中学校教師も日本人民級生も

だったと振りかえる〔諜 1-2）…③〕。それゆえマリオは、日本の中学校生活に対して特に大きな

ることなく 1年間を過ごした。

マリオが入学した2001年疫の高校入試より、 X県ではちょうど県内1rnつの公立高校で外国人生徒

特別入試選抜が実施されることが決定した。そこでマリオの中学校時代の教師は、在日 3年以内の

という条件にあてはまるマリオ し、この試験でないと日 ることは

難しいとマリオとマリオの父親に説明し、外国人生徒選抜実施校である隣IUJのA

めた〔表 1-2 ）－⑧〕。そしてマリオ自身も A高校への受験をすぐに受け入れて、家で作文練習を

うようになった。マワオが言うには、中学校では特に受験に向けた特別な勉強は行わなかったそ

うである。また、試験で面接があることも試験当日になってA高校へ行って初めて知ったと語って

いる。

マリオ も

るi祭には、

い（LL!lh奇 2005）。また、 X

を満たした生徒のみを受け入れる

されること

ある一定のEl

なく、

となっているむしかしマワオは



側からの特別

し

にせよマリオは、日

とんどなくても

る

した。

3）器本の高校時f-t(2001掬 4～2004.3) 

①器本人に臨まれ

マリオは2001年 4月にX

したフィリピン

日

したりマリオが在日 1年未満でA

ていたことや、来日

ったことなど均三考えられる治三

ることなく、在臼 2年七i

した。 はマワオと

A 

していた。しかし、マリオは
、掛
」同 たわけではなかった。マ 1）オがこのよう じるのは、性別や

ならびに日 に加え、彼女が高校2年生の 1

まったことが挙げられるむそれゆえマリオは、高校時代も日

り返る〔襲 l-3）一①L また、マリオの進学したA高校には、

してeし

とよくかかわっていたとま辰

るニューカマー

しているのだが、マワオの入学した2001年皮，i---ffl立入試で入学したニューカ

マー空従が一人もいなかった〔マリオより一つ tの学年には 3名（ブラジル籍 2名、ベルー籍 1

マリオより一つ下の学年には 5名（ブラジル籍 3名、ベルー籍 2

カマ一生徒が在籍している〕。それゆえマリオは中学校時代と同様、高校時代も日本人生徒に囲ま

たO さらにマ 1）オは高校時代にアルバイトをしなかっ

と ちに会う機会がほとんどであった。

A高校は普通科高校でありながら生徒の約半数が就職をする就職校山の為、生徒の生活指導を

徹底している。その指導は中学校以上の厳しさであったので、マリオは当初は高校の生活指導を

妙に感じた。しかし、マリオはこの指導に反抗することなく学校の規則を従順に受け入れている

1 -3）一②〕。実際にマリオを担当してきた教師も、役を手のかからない生徒だ、ったと次のよ

つ している。

「彼は 3年間一貫して安定したいい子でしたね。友達づきあいはそんなに多いわけではなかっ

たですが、一入でいても苦痛じゃないような感じで、手がかかんなかったです。規律とか規則も

きちっと背を正して聞いていましたからね。本当に指導がしやすかっ

このように学校文化に従い、かつ入関関係で’悩むことなく独自のベース

よ。」（2003if::12月）

彼と接する機会の多かった教i浦健から見ても、特に大きな問題を抱えているように

るマリオは、

なかった

のである。

③安定した進路選択

マリオ

マワオが日

録からもあきらかである。

日 る意思を固めていたと振り返る 1 -3）一③〕 G

していることは、マリオ 2年生のi時の次のよう

リオは毎週末のように父親から進路についてどう ているのかを関かれているといい、
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しかし 4

入に1mわる

したいと考えている以外は具体的には決めることが出

日本語を使う仕事：に就きたいと

、，．
」w・

えていると

ころ、マリオ

マワオ 決めかねていること

にいたときから

を と三長るむマワオは、

る している。このようにマワオ

にEl本の大学へ進学すること

本人生徒の下位文化と

マワオは大学進学という

う日本人同級生は就職校であるために、 A

l -3）一④〕。しかし、

なく、

ることや、前述し

-3）一⑤〕。マワオの長い将来を見据え

部i1i直観に縛られることを防いでいる。

る

されている。しか と

させている。

ているが、 A

と

ること

マリオの

父親の助言が挙げられる

また、 3'.i:ド関の高校生活を通して見ると、マリオは学業成績をそれほど伸ばすことができなかっ

た。具体的にマワオの全ての科呂の成額の平均は、大学入試i直前の高校 3年生 l学期時点で、 2.7 

( 5段階評倍j 全日科白）である。その：やでも古文 Iと数学五は 1で、情報と現代文（別問題）は

2と、 El本語に直接関係する科目の成績が低い。しかしマリオは、彼自身の日本語能力が不足して

いるから成績を伸ばすことが出来ないと解釈することにより、低い学業成績を受け入れている。

日成績があまり上がらなかったことに対して） 日 も難しくなっ

てきたね。 とか見ると儒単だ、って11-うけど。でもやっぱり、

ないから難しいなって。」

そして高校では、大学生活に向けて日本語能力を向上させることを重視している。このよう

先の高校の学業成績水準や高校内での学業成績は、日本人高校生の場合、彼らの進路意識に強い影

を与える社会的要国で、あること されてきたが（門脇・欝内 1992）、マリオの場合は自分

が日本人生徒とは異なる特別な状況にいると認識することによって、進学先の高校や学業成績をほ

とんど気にしていない。マリオは自分がニューカマー高校生だからこそ、日本人同級生の進路に関

する価値観に流されずに大学進学を白指すことができたのである。

⑤大学進学先の決定

マリオは最終的に私立 I学国大学のコミュニケーション学部をAO入試（選抜要領では60分の面

となっている）で受験することになった〔表 l-3）一⑧〕。ポルトガル語教師からの入試情報は

マリオの父親のネットワークを通して彼が独自に入手したが、マ 1）オはこの情報を提供してもらう

ことによって I学習大学への進学意欲を高めている。また、具体的な大学進学先を決定していく

程の中で、マリオは本格的な受験勉強を学校と家庭で、行っていたと振り返る。
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て。

i侍けての試験勉強は 6ヶ月くら

もよく勉強しまし

しかしマリオはよく勉強したと振り返るものの、

日本の受験生と比較すると少ない i j）。マワ

彼がEl本人同級生も

るカ宮、このよう

ところ、マリオ

も

に話したいことは日

マワオは日

したねc を大体1 くらいベコっ

も1日I と、いわゆる

は、

いなかったこと られ

より

しました。でも

らよかったです。J

ていたために、 きるだ

コミュニケーション能力 していたのである。

3年生 1 Hが7、オーラルコミュニケーションカ，＇ 5、 8 (10段i措評価）

した。と比較的高かった。そしてマリオ て、 I

4）器本の大学時代（2004.4～） 

マリオは2004:1ド4月に I学i丞！大学に進学したものの、学内の外国籍生徒の支援体制の少なさを否

定的に受け止めている〔表 1-4）一①〕。大学進学後、マリオは来日以降初めて外国籍生徒として

の特別な支援を受けずにEl本人生徒と全く同じ基準の下で学校生活を送ることとなったが、彼は大

と と感じている。

との出会い

マリオは I ルバイトをはじめることになった。その

リオは来日後初めて多くのブラ と接する機会を持つように

なるが、マリオは、彼らの将来に対する考え方が今まで、出会ってきたブラジル人の考え方と共ぼっ

ていると感じている。そして自分が日本の私立大学に通っていることが知れると、ニューカマ

働者のiやでも日本で成功した裕福な層に見られて反感を買ってしまうので、自分の社会的地位をi凌

l床に説明していると話す〔衰 1-4）ー②〕。第 1節で指捺したように、ニューカマ

6割を超え、 15歳以 tのニューカマ一生徒が日本の高校に通うことは珍しくなくなって

きた。しかし国内外を問わず大学進学となると、彼らの大学進学率は高校進学率よりもさらに低く

なる。すなわち、大学の入試難易度を問わず、任本の大学に進学することは在日ニューカマーに

とって母国の大学に進学することと同じくらい、もしくは母国の大学に進学する以上に可能性の低

い進路なのである。マリオは自分では意識してこなかったものの、ブラジル籍のニューカマー労鈎

者から見ればあきらかに成功者である。それゆえマリオは、自分とは異なる進路を歩む彼らと

な距離を保ちながらうまく関係を築こうとしているc

③未来に向けて

マリオの最終的な将来日 になることだ均三
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マリオは高校i時代にブラ ティで知りることを検討している。

たオーストラリア入詩、ら もあって、オーストラリア していたが、 2007年

アメリカのカリフォルニアナ！？ と

ており、

に関する話をfiHい

るのカミはこ*1-治、らで、ある

が、哉は白 る ブやラジルな

ずに元出そうとしているむ

ιまとめと f夕日 に向け

マワオのライブヒストリーを通し、彼の事関から明らかになる新しいニュ…カマ一生

徒像が、ニューカマー高校生の進諮形成に関するどのような現実を物語っているのかを検討するこ

とを日！＇.19としたりマリオは特に以下の二点において、従来の掛究で指摘されてきたニューカマ一生

とは異なっている。一つは、複数の国家に跨る 11届｝よい社会的ネットワークの所有である。

をはじめとするニューカマー労働者の多くは日本国内で独自の集団を形成し、そ

では学業よりも就労を優先する錨値規範が形成されていることが報告されてきた（宮島

2002）。そしてニューカマー克童生徒もこの摂ら

価値を見出さないことが指損されてきた。しかし本論文で取り上げたマリオ

されてきたニューカマ一生徒とは異なり、国内外lffJわず様々な集i主と

る。具体的にマリオは、日本やブラジルだけに寝まらず、オーストラリアやアメリカ

てい

人たちとの関係を持っている。そしてこのような複数の国家に跨る社会的ネットワークの

おかげで、マリオは進路形成に関する様々な情報を国内外から獲得している。

二つ日は、特定の国家や集団の価値規範に流されることのない思考様式で、ある。従来の研究では、

をはじめとするニューカマー児童生徒の多くが日本人生徒への同化を余儀なくされているこ

とや、同化を拒んで学校生活から疎外されていることが報告されてきた（志水 2001）ρ 言い換える

と、先行研究では日本人生徒と同じ価値規範を身に付けることがニューカマ

校生活に適応するための唯一の手段となっていることが指摘された。しかし、マリオ

が日本人生徒と る

している。そしてこのよう

いった、 i可じ高校の日

択しているo

たニューカマ という

おかげで、マワオ

る価値規範に流されることなく、

自分

どと

U、上、マリオのようなニューカマ一生徒が日本国内に存在しているという現実は、ニューカマー

生徒の一部が複数の出家や国籍に基づく価値規範や人脈を巧みに利用しながら、居住田や母国など

国家の倒値規範に捉われないで、進路を形成していることを指し示している。グローバリゼー

ションが経済的領域だけに留まらず政治的領域や日常生活を含む文化的領域にも広がっていること

が指擁され、かつグローパルな視点の下で求められる価値規範が普遍的ではなく状況によっ

ることも強調されるようになってきた現在（馬淵 2002）、マリオをはじめとするニューカマ一生徒

の一部はまさに「グローパルな進路形成Jを行っているのである。具体的に彼らは日
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や日本国内のエスニックコミュニティ

く価値規範や人脈も店

に近づくことのできる

る。

iu二の知見を暗まえ、「グローパル

く なく、 な

る。そして自分自 日

けようとしてい

したい。一つは、

を

れつつあるが

形成していること るG それはニュ

も

くことはもはや特剖ではないことを、

一つ目は、

自本国内で出現しつつある

が「グローパル

れている。そし

いくための具体的

彼らの多く

えてグローバルに自分の進路を考えてい

ることカ宝求められている。

していく必要がある。

「グローパルな進路形成」を行う

る；iJfヲちでは、 まァ、

ることが求めら

生徒の進路形成をグローバル

る可能性が高いことから、 国内の枠組みに

囚われずにグローバルに進路を形成していくことが予期される。それゆえ ーューカマ

に関する研究では、生徒がグローパルな提点で、進路を形成すること

うした進路形成のサポートの為の方策を検討することが求められている。

｛註］

されるので、そ

( 1 ）近年で、はGoodsonの定義を再検討して、ライフヒストリーの意義を新たに見出す動きが見ら

れるが（鶴岡・小宮 2007）、ここでは従来の枠組みのドで、ライフとストワーを作成する。

( 2) 0市は2001年より開催されている外国人集住都市会議にはじめから参加している。ニューカ

マ についても、 1996年より 0 して

いる。

(3) A 4年制大学14.9%、短期大学3.3%、 5%、就職49.0%

となっている。

( 4) 苅谷（2001）の調査では、日 の平均は全体で1.9時間（1997年調査）

となっており、マワオの受験時の勉強時開はこの平均時間をやや下回る。

( 5 ）黄（2005）は、横浜の中華学校のパイワンガル教育が民族の繋がりよりもむしろ国際的

用な資桔や社会的地位を獲得する為の手段として実施されている現状を報告する。そして民族教

というそれまでの中華学校の役割が、中国文化に愛者を持つ国際入の養成という役割に

変化しつつあることを指摘する。
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Life History of a Brazilian Senior High School Student: 
Toward the Study on Career Development in a Global Society 

Kaori YAMAZAKI* and Kojiro 1MAZL；帥

The number of newcomer studピntsfrom Brazil札口dPeru who go 011 to high school has been 

increasing for over the last decade especi孔llyin the residential立reasfor many new仁omers.

Re日earehhas focused on newcom巳relementary and junwr l11gh school students since the 1990s, 

but not senior high school students. One of the most important issues of newcomer students is 

their career development日uchas entering universities and finding employm巳nt.

This paper appli白日 the life history method in analyzin日a life history of J¥fario, who is a 

newcomer Brazilian college student who graduated from a public high school in Japan. He came to 

Japan in April 2000 and enrolled in a junior hi日hschool as a third豆r乱cler.After gradu品tingfrom 

junior high school. he passed the special exam for for℃ign students to enter senior high school. 

Hisじareerdevelopment can be classified in four日tagesas follows: 

(]) Ref＜げ巳仁omingto Japan: rv1ario’s Jaρanese Brazilian father gζ1ve him advice that studying 

in and out of the sじhoolwas important in ord巳rto be a leader in a Brazilian socidy. Going to 

college seemed very natural for lVlario, and he also learned Japanese for four months at the 

l札口guageschool in Br乱zil.

(2) Junior high school student: Few foreiどnstudents attend巳clMario’s junior high school, and 

Mario spccnt tinie al school only with J社p~mesc f1 iends. Although he struggled with the differences 

of school仁ulturebetween Brazil and J ap乱n,he eventually got over thεdifficulties through support 

from teachers and classrnates 

(3) Senior high school student: Although there ¥Vere some newcomer students i11 his senior 

high school, Mario spent his time with Japanese friends instead 0£ n巳wcomers.Accepting‘advice 

from teachers and his family. Mario d巴仁idedto take an entrant：巳 examinationto enter university 

and did not join a group for students ,vho wεre planning to seek employment after graduating 

from high school. He studied hard for six months to prepare: for the entrance ex日m.

(4) University stud巳nt:llc was accepted to a private university, where he has been tr℃ated no 

differently than Japanese students, which mea孔she has to take all of the same req uircd credits. 

Mario is planning to go to a graduate schoりlin the US or Australia to study International Studies 

in order to pursu日 afuture career at th巳 UnitedNations. He has b巳日ngathering info「mationon 

合 Gradu日teStudent. Grarl11atc School of Education and Human Development. Nagoyc1 Uni九でrsity

押 Pr・ofessor.Graduate School of Education and Human Devel（》pment噂 NagoyaじnivεJsity 

戸 F口，



graduate schools and their a〔Imissi01111roccsscs. He is looking at pursuing an international career. 

Mario's c品scis differenl from other newcomer students' cai‘七日rsthat researchers have 

studied. He is more deter・minedlo pursuじhiseducation than make money. As this study shows. he 

is looking to expand his career globally. Globalization can be observed in the movement of careers 

not only for foreign students, but also Japanese, and career development in this era of glob泣lizatiou

rεquires further study in the future司

－日8-




